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 アクティブラーニングニュースレター 
学習効果を高める方法の一つとしてアクティブラ

ーニングがあります。アクティブラーニングは

KALS（駒場アクティブラーニングスタジオ、東京

大学 駒場キャンパス 17 号館 2 階）といった特別な

設備があるところで行うこともありますが、通常の

教室でも行えます。授業の一部にアクティブラーニ

ングをとりいれる際に、参考になるように、本ニュ

ースレターでアクティブラーニングのさまざまな方

法や関連する話題をお知らせいたします。本ニュー

スレターをお読みになり、気になる記事がありまし

たら、アクティブラーニング部門までお問い合わせ

ください。              （星埜） 

 アクティブラーニングとは？ 
アクティブラーニングとは、データ・情報・映像

などのインプットを、読解・ライティング・討論を

通じて分析・評価し、その成果を統合的にアウトプ

ットする能動的な学習のことです。 
講義でのインプットに対して、試験や課題でアウ

トプットすることは普段から行われていると思いま

すが、それだけで深い理解を獲得させるのはなかな

か困難です。アクティブラーニングでは、その途中

に読解・ライティング・討論など、学生が中心にな

って行う活動を取り入れることにより、より深い理

解を獲得させるものです。一人で読んだ時は気がつ

かなかった観点を他の学生の見方から知ったり、他

の学生の発表に質問することでより広がりをもって 
問題を捉えることができるようになります。 

単に討論をすればアクティブラーニングになるわ

けではなく、どのように進めれば有効かについてさ

まざまな知見があります。このニュースレターで

は、そのような方法をいくつか紹介していきます。             
（星埜） 

 アトリエとしての KALS        
―文理融合ゼミナール O JUN先生インタビュウ 

A セメスター木曜日 5 限の 17 号館 KALS。窓の外

が暗くなっていくなか、20 名ほどの学生達が一心不

乱に絵を描いています。文理融合ゼミナール「絵の

授業」の時間です。授業が進むにつれ、KALS が、

さながらアトリエの様相を呈してきました――こう

したユニークな授業を担当されている O JUN 先生

（東京藝術大学名誉教授、画家）に、アクティブラ

ーニング部門教員がお話を伺いました。 

１．授業の目的・到達目標 
中村 教養学部で実技指導の授業をご担当いただく

のは初めてですが、これまで教えてこられた藝大や

美大と勝手が違うといった点はあるでしょうか。 
O JUN 恐らく、受講している学生たちの動機は

様々だろうと思います。中学校高校とずっと絵が好

きで描いてきて、かなり技術的に高い学生も若干い

ますし、イラストが好きで描くことに興味を持って

いるので受講しているという学生もいますし、そう

いうものからずっとかけ離れたことをやっていたの

で、ちょっと受講してみるという学生もいます。美

大を受験するとか、美術機関のようなところに作家

として入っていくためのトレーニングとなると、別

なカリキュラムが必要になってくると思いますけど

も、この授業では、自分の体と素材、画材とを接触

させることの体験に重きを置いています。そういっ

た身体的・感覚的な体験をするのにはドローイング

が最適だろうということで、今やっています。 
中村 今まさしく授業を通して学生に学んでほしい

こと、授業の目的や到達目標をおっしゃっていただ

いたかと思います。学生の動機や知識、技量がばら

ばらな中で、共通して目指すのはそういった身体

的・感覚的なことの体験で、細かい技術については

また別の機会にということでしょうか。 
O JUN そうですね。あとは、一般的な美術の知識

や絵の見方については授業の中で少しフォローでき
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ればなと。幸いこの KALS という教室には大きなス

クリーンが四面にありますので、いろいろな画像や

動画を資料として引用して、これから学生たちに紹

介していこうかなと思っています。 
中村 そういった知識の面と、体験の面とは、学生

達の様子を見ながらバランスよく。 
O JUN そうですね。それが理想です。 

２．評価の方法 
中村 そういった到達目標を踏まえて学生のパフォ

ーマンスをどう評価するかについて伺いたいと思い

ます。素人考えだと、知識の方は問い方次第では評

価しやすいのかもしれないですけれども、体験の方

はなかなか評価するのが難しいのではないかなと。 
O JUN 作品のテクニカルな面での出来不出来で成

績を付けるとすれば非常に楽です。ただ、この授業

で一番大切な部分というのは、もうちょっと下のほ

うに潜んでいるという感じがします。モチベーショ

ンの問題であるとか、身体性の問題とか。たかだか

1 枚の紙の上に、鉛筆なり何なり簡単な素材でそれが

表れているかを見たいなと。1 週間ごとの授業にまず

出席してもらって、頭を切り替えてリラックスして

線を描いたり点を打ってみたりという―非常に単純

素朴な制作行為ですけれども―そうしたことを毎週

やっていくなかで描くものの中に変化がもたらされ

ているかどうか。1 人ずつの制作の進捗状況を毎週眺

めていって、最終的にドローイング展のようなこと

をできればと思っています。 
中村 学生の作品の展示ということですね。 
O JUN はい。最後の授業で「1 日だけの展覧会」と

いうことで行ってみたいと。基本的には、授業に出

て一生懸命毎回毎回描いて―うまくいこうがいくま

いが―いろんなものに興味を持ってやってくれてい

れば僕は高評価します。美術というものはそういう

ものかなと思います。不可というのは普通に出てい

ればありえません。また、見事に描けたとか、そっ

くりに描けたから優というものでもありませんし。

一人一人の学生が、自分が描こうとしているものと

か、描きたいという気持ちとどう向き合っているか

という部分を評価してあげたいなと思います。 
中村 共通のものさしで測るというよりは一人一人

の制作姿勢を見てということですかね。 
O JUN そう思います。ええ。 
中澤 見るときのポイントは、どういったところに

あるのでしょうか。 
O JUN 今日 1 日やったらここまで進んだ、また次

の週やればここまで進んだというふうに非常にリニ

アな矢印が描ける部分も制作の中にはあるのですけ

れども、むしろ先週はちょっと見つからなかったの

だけれども今日こういうことが気になったとか、そ

ういう部分が見られたらそれは非常に評価したいで

すね。必ずしもちゃんとれんがを積むようにはいか

なかったのだけれども、今日見つかったことに対し

て一生懸命いろいろなところからアプローチしてみ

たという。 

中澤 それは学生と対話する中で先生ご自身が把握

されていくのか、あるいはもう作品だけを見ていた

ら分かるものなのでしょうか。 
O JUN いや、やっぱり作品だけでは、描かれたも

のっていうものだけで全て分かるものではなくて。

だからこれが例えばコンクールとか、そういったコ

ンペのようなものでしたら作品しかないのですけど

も、目的がまずそれではないっていうことと、この

授業というのは一応指導する私がいて学生がいてと

いう、同じ時間を同じ場所で共有しているので、そ

のやりとりがやはり重要だろうと。 

 
中村 20 人いる学生の一人一人を、成果物だけでは

なくてプロセスも見るというのは大変ですね。 
O JUN 美術というものはあってないような枠組み

なので。絵を描いていれば美術ではあるけれども、

日常の生活の中でも、ものを見るということ、それ

から触るということが常にあるわけです。それが絵

を描いたりものを作ったりという創造的な行為に返

ってくるものですから。 
中村 授業の中だけでは完結しないということです

かね。学生が教室の外でも、道を歩いているときで

も、今までは気付かなかったこと、例えば葉っぱの

色が少し変わったのじゃないかしらんと敏感になる

とか。 
O JUN おっしゃるとおりだと思います。だからこ

れによって、この授業によって作家になるとか美術

のほうに進むとかってことではなくても、日常的な

ものの見方とか感じ方とか、そういったものに少し

影響なり反映するようなことがあれば、小さいこと

のようで結構大きいのかなという気がします。今は

気付きとか学びとか、ちょっと耳にたこができるぐ

らいよく聞く言葉ではありますけれども、どこで何

を気付くのかは大事かなと思います。自分が今いる

空間だとか、もうちょっと広がって社会であると

か、その中で見つけたもの、触れたものが、どう自

分の考え方を刺激するか。人は移動するものですか

ら、移動した先でまた違った体験をする。そういう

ことの何かトレーニングみたいな部分が大きいので

はないのかなと。そういう当たり前のことをちょっ

と取り出して、それを授業の中で絵を描くという行

為に変換させて、それをもう一度また家に帰って全

然違うことをやったときに、どこかでぴんときた

り、これは覚えがあるのだけれど何かしらんみたい

な感じで振り返ったり、そういう時間がちょっとで

もあるとまた違うのかなと。 
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3．東大教養学部という環境 
中村 冒頭でも様々なタイプの学生が授業を受けて

いるというお話がありましたが、教養学部で授業を

始められて何かお感じになることはありますか。 
O JUN ガイダンス後に受講者数を制限しなくちゃ

いけないということで、こちらから受講希望理由等

について質問を出してそれに対して答えをください

と。それに対しての答えが、質問の意図を汲んだも

のになっていて、なかなかやっぱりしっかりしてい

るなと。内省的なことだけではなくて、もうちょっ

と外在的なことも含めて、これこれこういう理由で

受講してみたいと。そこら辺が総じてしっかりとし

た回答が届いたものですから、1 人も落としたくない

なと思いました。 
中村 動機は人それぞれだけれども、動機を明確に

伝えてきてくれるという点では皆同じだったと。 
O JUN そうです。さすがだなと思いましたね。そ

ういう学生達を見て、今度は慣れない絵を描くとい

うことを始めたときに、どういう変化や戸惑いが起

こるのかな、少しは新鮮な体験になるのかなと期待

しています。美術というものは、相手に伝えるとい

うことだけが使命じゃないので。伝わらなくても、

何かが見えたり感じたりすることで面白い。そうい

った体験もしてもらいたいなと思います。 
中村 僕は政治学者として社会科学系の論文を書く

ゼミを担当してまして、一定の知識を有する読者で

あれば誰が読んでも一つの理解に達するような文章

を書きましょうという指導をするわけですが、美術

の場合、当然それに閉じないわけですね。そういっ

た意味で、文理融合ゼミナールで美術の授業がある

のはいいことですね。 
中澤 そうですね。私の授業でもディスカッション

をしてもらうと、答えのない議論が難しいという反

応があったので、それともちょっと通じるのかな

と。アートにも答えがあるわけではなくて、自分の

中との対話のようなものが必要になってくるので、

東大生にはいい経験なのかなと思いました。 
O JUN 絵を描くとかドローイングするということ

は、事前のトレーニングがない状態で始めた場合、

習熟していないですから、描き間違えとか描き切れ

ないとか技術的な点は、学生の中でストレスになる

部分があるかと思います。それでも描いてしまった

ものというのは、1 つの答えなのですよね。出来が悪

いなと自分で思っていれば、そこから、じゃあ次ど

うするのかという。描法だとか、あるいはものの見

方をもうちょっと変えてみるとか工夫が必要だなと

いうところにいけば、また変化もしてくるだろう

し。そういった間違いみたいなものというのはむし

ろ大歓迎といいますか、一つの結果なので、そこか

ら次のことが始まる、見えてくるということを体験

してもらいたいなと。僕らもそうなので。 
      
※この続きはアクティブラーニング部門 web サイト

（https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/classes/class-report/drawing2021a-2/） 

から是非ご覧ください。        （中村） 

 作品をつくって行うふりかえり 
皆さんは、ご自身の経験をどのようにしてふり返

りますか？ 日記などの記録を読み返したり、映像の

記録を見たり、出来事を思い出して誰かに話す…な

ど、様々な方法をとられているかと思います。ここ

では、作品をつくって行うふりかえりを紹介しま

す。 
アクティブラーニング部門で開講した、全学自由

研究ゼミナール/高度教養特殊演習「未来の学びを考

える」第 9 回の授業では、学生自身が経験した教

育・学習経験をふり返り、それまでの授業で扱った

教育・学習の理論や知見・事例と結びつけてその意

味を考える活動を行いました。活動は次の手順で行

いました。 

 

 
 
ワークショップをデザインする際のモデルに

「TKF モデル」というものがあります。「T：つく

って、K：かたって、F：ふりかえる」という流れで

ワークショップの活動を構成するというものです

（茂木 2014）。本授業では、このモデルを援用し

て、上記の流れで授業を進めました。どのように各

ステップを行い、どのような様子だったのか説明し

ます。 
 

（1）つくる 
これまでの自分の「学び」について最も印象に残

っている場面をブロックでつくるよう伝えました。

おもしろかったことやインパクトがあったことな

ど、「印象に残っている」ということの定義も学生

に任せました。学生たちは、約 7 分間で作品をつく

りました。高校や大学入学後の出来事で自分の学び

になった経験を表現する学生もいれば、これまでの

自身の学びのプロセス全体をつくる学生もいまし

た。 
 
 

https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/classes/class-report/drawing2021a-2/
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（2）かたる① 
 次に、つくった場面をほかの人に説明してもらい

ました。いつ、どこで、何をしている場面かの情報

を含んで説明するよう伝えました。また、説明者の

左隣に座っている学生が「なぜ印象に残っている

か」、「その時、どんな気持ちだったか」、「さら

に聞きたいこと」を説明後にインタビューするよう

に伝えました。 
 
（3）ふりかえる① 
これまでの授業で扱ったトピックと作品とを関連

づけます。トピックカードを事前に用意しておき、

関連するものを作品の周囲に配置してもらいまし

た。また、関連すると考える理由や補足説明をふせ

んに書き出して貼付してもらいました。トピックカ

ードを配置するには、トピックの内容を思い出さな

ければなりません。どの学生も、それまでの授業の

資料を何度も読み返し、懸命に内容を思い出そうと

していました。 
 

 
活動で使用したブロックとトピックカード 

 
（4）かたる② 

どんなトピックカードを置いたのか、なぜ関連し

てると考えたのかをほかの人に説明してもらいまし

た。 

 
作品とトピックカードの配置例 

 
 

（5）ふりかえる② 
作品とトピックとの関連づけについて、未来の学

びを考える上でヒントになりそうなことがあったか

どうかを考えてもらいました。 
 
この授業では、最終的に未来の学びがどうなるか

について考え発表します。「未来の学びについて考

えよう」といきなり言われてもなかなかできませ

ん。未来は過去・現在と繋がっており、過去や現在

の経験には未来を考えるヒントがあります。未来の

学びを考えるための手がかりとして、過去・現在を

参考にするためにこの活動を行いました。 
ブロックで作品をつくることで自分の中のメージ

を具体化し、さらに他者に説明することでそのイメ

ージが吟味されます（茂木 2014）。また、本授業で

は、トピックカードとの関連づけを行うことで、教

育学的な観点から自身の経験を捉え直すことができ

ると考えました。トピックカードとの関連づけの

際、予想以上に学生たちが資料を何度も確認し、授

業内容をふりかえっていました。この活動は自身の

経験の意味づけをねらいにしていましたが、学習内

容をふりかえるのにも有効だったのではと感じま

す。全授業終了後の感想では、この「つくって・か

たって・ふりかえる」授業が印象に残っているとい

う声が聞かれました。皆さんも、「つくって・かた

って・ふりかえる」活動を授業に取り入れてみては

いかがでしょうか。                                       
 
※本授業は、十分な感染予防対策を行った上で実施

いたしました。 
 
参考文献 
茂木一司（編集代表）（2014）協同と表現のワーク

ショップ ―学びのための環境のデザイン―[第 2 版].
東信堂  

（中澤） 

 学生による授業づくりの学習効果 
 「学生が授業を作る授業」と聞いて、学生が授業

を作れるのか？と思われる方も多いかもしれませ

ん。しかし、「教えることは学ぶこと」を実際に感

じておられる先生方も多いことではないでしょう

か。 
 アクティブラーニング部門で開講した、全学自由

研究ゼミナール/高度教養特殊演習「SDGs を学べる

授業を作ろう」では、SDGs の基礎的な知識とともに

教えることに関する理論や方法を学んだ上で、高校

生を対象にした授業案を作成し、発表する授業を実

施しました。 
 全 13 回の授業のうち、前半は SDGs に関する知識

や各目標のトピックについて、講義やグループでの

ディスカッションを行いました。中盤では、学習目

標の明確化や課題分析、ガニェの 9 教授事象といっ

た授業設計の理論や手順、アクティブラーニング、

学習観などを取り上げました。後半は各自が興味関
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心を抱いた SDGs の目標に応じたグループ編成で授

業設計を行い、授業案を作成し、発表及び相互評価

を実施しました。 
 授業設計を終えた後の第 13 回に、授業設計を通じ

た SDGs への理解の深まりについて、学生に尋ねま

した。 
 回答の内容を分類したところ、知識や考えを人に

伝える【外化】、正しい情報を得るための【調べ学

習】、教わる側から教える側への【立場の変化】、

教える方法を知ったことによる見方の広がりである

【授業設計の観点からの検討】に分けられ、これら

を通じて学習が深まったと感じてることがわかりま

した。 
 

 
  
他者に教える立場になることで知識を理解する必

要性を感じ、正しい知識を獲得しようと調べ学習を

行い，獲得した知識をグループメンバーに伝えるた

めに説明し，授業案を作ることで SDGs の課題や限

界などに注目できるようになり，多様な面から検討

することができるようになったことが示唆されま

す。授業づくりを行うことで、理解の深まりが生じ

たことが窺えます。 
 余談ではありますが、ある学生から「授業設計に

ついてここまで深く考えたのは初めてで、これまで

に自分が受けてきた無数の授業は、どれもこんなに

も労力をかけてていねいに準備されてきていたのだ

なと思うと感極まった。教育という営み、教師と生

徒という存在に対する興味がますます高まって、今

後の学習のモチベーションになった」というコメン

トが届きました。授業設計を行って授業者という立

場を間接的に経験したことで、授業や教育を「教

員」の視点から捉えることができたようです。単に

授業を受けているだけでは難しい視点を得ることが

でき、さらにそれが興味関心に繋がったのだと考え

られます。 
この授業を通じて、授業設計のプロセスが理解の

深まりに役立つことが確認できました。またそれだ

けでなく、普段と異なる立場を学生に与えること

で、学生が新しい視点に気づき物事の見方が変わる

可能性も示すことができたと思います。 
 これらの結果は、日本教育工学会 2022 年春季全国

大会（第 40 回）で発表する予定です。 
 
参考文献 
伊勢坊綾・中澤明⼦・中村長史（2022）授業設計活

動が学習内容に対する学生の認識に及ぼす影響. ⽇本

教育⼯学会 2022 年春季全国⼤会講演論⽂集（印刷

中）                 

（伊勢坊） 

 今後の活動予定 
2022 年度も引き続き、対面授業・オンライン授業

双方におけるアクティブラーニングに資する情報発

信、授業開講を通じた授業モデルの開発と試行、ワ

ークショップなどを行っていく予定です。 
これらの部門の活動に関する情報は、部門ウェブ

サイト（https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/）に掲載して

います。これまでに制作した冊子やニュースレター

のバックナンバーをダウンロードすることもできま

す。ぜひ一度、訪れてみてください。 

 アクティブラーニング部門とは？  
アクティブラーニング部門は学部教育を教育工学

の視点から支援することを目的として、2010 年度に

教養教育高度化機構に設置されました。その活動内

容は、教養学部・情報学環・大学総合教育研究セン

ターの共同プロジェクトとして 2007-2009 年度に実

施された文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プロ

グラム(現代 GP)「ICT を活用した新たな教養教育の

実現-アクティブラーニングの深化による国際標準の

授業モデル構築-」を継承し、発展させています。ま

た、全国の教育機関や教育関連の企業からの見学を

受け入れており、アクティブラーニングの実施モデ

ルとしての役割も果たしています。 

件数 回答内容例

【外化】 6

・人に説明しようとするとまず自分が理解してい
ないといけず、自分の知らなかった知識や視点に
たどりついた
・他人に伝える、高校生に学んでもらうという立
場に立つことで、アウトプットが必要になるの
で、より深い理解ができたと思う

【調べ学習】 5

・授業づくりは、正確な情報に基づく必要があ
り、調べを進める中でSDGsそのものに対する学
びを深めることができた
・授業を設計するうえでSDGsについて必然的に
詳しく調べる必要があるので非常に勉強になった

【立場の変化】 1
・実際に教員の立場に立つことで、SDGｓの要点
に気づいた

【授業設計の観点
からの検討】

4

・受講者に興味を持ってもらうために、一般的に
言われている考えだけでなく、独自の「うがっ
た」見方するようになった。その結果、SDGｓの
課題や限界性などに注目するようになり、マイナ
スの側面にも注意するようになれた（原文ママ）
・自分達の目標についてさらに考えたり、目標間
のつながりを意識することにつながりとても役に
立った

（奥付） 
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星埜守之・中澤明子・伊勢坊綾・中村長史 

〇連絡先：dalt@kals.c.u-tokyo.ac.jp 
〇Web サイト：https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/ 
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